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基礎編

Ｑ．そもそも予算って何ですか？

Ａ．予算とは、一会計年度における収入と支出の見積もり
のことです。

Ｑ．会計年度って何ですか？

Ａ．毎年４月１日に始まり、翌年の３月３１日に終わるもの
です。

Ｑ．予算はどうやって決まるのですか？

Ａ．町長がつくった予算案が、町議会の審議を経て、議決
により予算が決まります。
①役場の担当課が、町民の皆さんからの意見・要望も踏まえ、１年間の行政
サービスを検討します。

②町長は、各担当課の案をとりまとめ、予算案として町議会に提案します。

③町民を代表する町議会は、提案された予算案を多角的な視点で審議したう
えで、議決により予算を決めます。

Ｑ．予定外のお金が必要になったときはどうするのです
か？

Ａ．予定外の支出に必要な予算を見積もり、町議会へ提
案します。
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Ｑ．令和6年度の浪江町の予算は？

Ａ．一般会計、特別会計、企業会計（支出）のすべ
ての会計を合わせると、４２1億1,930万円になり
ます。

行政の基本的な経費
を、町税等を主な財
源として経理する会
計です。

一般会計

特定の事業を行う場
合や、特定の収入を
特定の支出に当てて
経理する会計です。

地方公営企業法の適
用を受け、独立採算
による特定の事業を
経理する会計です。
浪江町では水道事業
会計と公共下水道事
業会計があります。

特別会計 企業会計

一般会計

318億2,600万円

特別会計

66億8,970万3千円

企業会計

36億359万7千円

後期高齢者医療特別会計

財産区管理事業特別会計

介護保険事業特別会計

工業団地造成事業特別会計

国民健康保険直営診療施設事業特別会計

国民健康保険事業特別会計

文化及びスポーツ振興育成事業特別会計

1億1,031万3千円

217万7千円

27億569万9千円

603万9千円

3億6,427万7千円

35億12万8千円

107万円

特別会計の内訳
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歳入編 ※「歳入」とは収入のことです。

Ｑ．令和6年度の浪江町の一般会計の歳入は？

Ａ．一般会計の歳入には、町税や国・県からの支出金、
地方交付税や基金などからの繰入金などがあります。

町税

繰入金

繰越金

諸収入

使用料及び手数料・分担金及

び負担金

財産収入・寄附金
地方譲与税

地方消費税交付金

その他の交付金
地方交付税

国・県支出金

町債

歳入 318億2,600万円

【依存財源】 187億6,767万円 【自主財源】 130億5,833万円

地方譲与税 1億1,186万2千円 町税 12億2,245万8千円

客観的な基準によって地方公共団体に譲与される国税です。 みなさんから浪江町に納めていただく税金です。

地方消費税交付金 3億2,110万4千円 繰入金 105億9,925万9千円

一定の割合で市町村に交付される県が徴収した地方消費税です。 特別会計の前年度の清算による返還金や各基金（町の貯金）を取り崩してい
るものです。なお、基金（町の貯金）の中には国庫支出金や地方交付税を積
み立てているものがあります。

その他の交付金 3,691万5千円 繰越金 2億円

地方特例交付金や利子割交付金など、みなさんが国や県に納めたお金の一
部が交付されます。

前年度に余ったお金です。

地方交付税 53億349万4千円 諸収入 7億4,593万6千円

地方公共団体の財政状況等に応じて交付される国税です。 プレミアム付商品券の販売金や宝くじ収益金の交付金などのお金です。

国・県支出金 129億1,433万円 使用料及び手数料・分担金及び負担金 8,294万4千円

特定の目的を達成するために、国や県から地方公共団体へ交付されるもので
す。

町が所有する施設等の使用や事業費の一部を受益の程度に応じて利用者が
負担するものなどのお金です。

町債 7,996万5千円 財産収入・寄附金 2億773万3千円

事業を実施するために国や銀行から借り入れるお金のことであり、いわゆる借
金です。

町が所有する不動産の貸付収入やふるさと納税などのお金です。

※「自主財源」とは町が自主的に調達できるお金、「依存財源」とは国や県から交付されるお金や町の借金のことです。自主財源の割合が大きいほど財政が
豊かであると言えますが、浪江町は依存財源の割合の方が大きいものとなっています。
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Ｑ．町税にはどのようなものがあるのですか？
Ａ．浪江町の町税には、町民税、固定資産税、軽自動車
税、町たばこ税があります。

個人町民税

法人町民税

固定資産税

軽自動車税
町たばこ税

町税 12億2,245万8千円

項 目 内 容 予 算 額

個人町民税
町民の方が給与などの所得に応じて納める
税です。

5億6,000万1千円

法人町民税
町内の会社などが収益などに応じて納める
税です。

4,500万1千円

固定資産税
町内に土地や建物などを持っている方が納
める税です。

5億5,955万5千円

軽自動車税
軽自動車などを持っている方が納める税で
す。

1,990万1千円

町たばこ税 町内でたばこを買った方が納める税です。 3,800万円
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Ｑ．浪江町にはどのくらい借金があるのですか？
Ａ．浪江町の借金は新規借入がある一方で、償還（借
金返済）が進んだことにより減少傾向となっております。
令和4年度末の借金の残高は約22億929万9千円で
す。

22億929万9千円

20億7,967万4千円

22億5,616万6千円

23億2,456万2千円

27億1,999万3千円

31億7,421万3千円

36億9,113万4千円

42億4,220万9千円

47億8,114万1千円

53億9,602万2千円

R4

R3

R2

R1

H30

H29

H28

H27

H26

H25

一般会計

こんなに借金して
大丈夫なの？？

いや、そんなことないんじゃ。
借金の種類によっては、返済するお金の一部が
地方交付税として国からもらえるものがあるんじゃよ。
浪江町では、こういった有利な借金を活用して
将来の財政負担が少なくなるようにしてるんじゃよ。
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Ｑ．なぜ借金が必要なのですか？
Ａ．施設の建設や災害復旧などの大型事業にかかるお
金をその年の収入だけで賄うと、その年に必要なほか
の事業ができなくなってしまうため、借金をして財源を
補っています。
また、道路や橋、建物などは長期間にわたって利用す
る施設になります。借金をした場合、元利償還金（毎年
の借金返済）の支払いという形で財政負担を将来の
年度に平準化することができ、施設を整備した年の世
代と、将来、施設を利用する世代との間の負担を公平
にすることができます。
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歳出編 ※「歳出」とは支出のことです。

Ｑ．令和6年度の浪江町の一般会計の歳出は？

Ａ．一般会計の歳出は、農林水産業や土木、教育など
の目的に分かれ、それぞれ人件費や扶助費などの性
質で構成されています。

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費 災害復旧費
公債費 諸支出金 予備費

歳出 318億2,600万円

議会費 1億989万7千円 土木費 65億8,931万円

町議会の運営に要する経費です。 道路や公園などの整備などに要する経費です。

総務費 85億3,070万1千円 消防費 9億2,359万9千円

町役場の運営や徴税、戸籍、選挙、統計などの事業
に要する経費です。

消防活動や防災などに要する経費です。

民生費 24億8,174万9千円 教育費 16億2,847万2千円

社会福祉や児童福祉などに要する経費です。 学校教育や社会教育などに要する経費です。

衛生費 31億1,457万8千円 災害復旧費 3,517万2千円

医療や環境保全などに要する経費です。 災害により被災した施設などの復旧に要する経費
です。

労働費 3,631万2千円 公債費 2億1,951万3千円

労働福祉の事業などに要する経費です。 借金したお金の返済に要する経費です。

農林水産業費 64億3,984万円 諸支出金 1千円

農林水産業の振興などに要する経費です。 その他の経費です。

商工費 16億1,685万6千円 予備費 1億円

産業や観光の振興などに要する経費です。 緊急を要する想定外の支出に対応するための経費
です。
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Ｑ．歳出を性質で分けるとどのようになりますか？
Ａ．歳出予算は、大きく分けて義務的経費、投資的経費、
その他の経費の３つの性質に区分することができます。

人件費
扶助費

公債費

普通建設事業費

災害復旧事業費物件費

維持補修費

補助費等

積立金

投資及び出資金・貸付金
繰出金 予備費

性質別の内訳

性質区分 説明 予算額

義
務
的

経
費

人件費 職員の給料や議員の報酬などに要する経費です。 19億3,404万3千円

扶助費 福祉や医療などに要する経費です。 7億1,314万円

公債費 借金したお金の返済に要する経費です。 2億2,262万1千円

投
資
的

経
費

普通建設事業費 道路や建物等の公共施設の整備に要する経費です。 120億4,765万5千円

災害復旧事業費
災害により被災した施設などの復旧に要する経費
です。

3,517万2千円

そ
の
他
の
経
費

物件費
光熱水費や消耗品費、委託料などに要する経費で
す。

48億8,015万3千円

維持補修費 公共施設の維持管理や修繕などに要する経費です。 3,278万9千円

補助費等
他団体等への補助金や負担金などに要する経費で
す。

45億2,749万3千円

積立金
各種基金（町の貯金）への積立てに要する経費で
す。

62億579万5千円

投資及び出資金・
貸付金

国債や地方債の取得、他団体等への出資や貸付に
要する経費です。

9,885万6千円

繰出金 特別会計の収入を補うためなどに要する経費です。 10億2,828万3千円

予備費
緊急を要する想定外の支出に対応するための経費
です。

1億円
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Ｑ．町民１人あたりに使われるお金はどれくらいです
か？
Ａ．予算額を人口で割ると、以下のとおりの金額となり
ます。

令和6年度歳入予算の町税と歳出予算額を、令和6年3月１日現在の人口
15,079人で

計算すると、次のようになります。

浪江町の町税 12億2,245万8千円

町民１人あたり ８万1,070円

浪江町の歳出予算 318億2,600万円

町民１人あたり 211万617円

町民１人あたりの目的別予算額の内訳
議会費 7,288円 土木費 43万6,986円

総務費 56万5,734円 消防費 6万1,251円

民生費 16万4,583円 教育費 10万7,996円

衛生費 20万6,551円 災害復旧費 2,333円

労働費 2,408円 公債費 1万4,558円

農林水産業費 42万7,073円 諸支出金 0円

商工費 10万7,226円 予備費 6,632円

※円未満の四捨五入により若干の不一致が生じる場合があります。

１人あたりの町税の金額に比べて、１人あたりの
歳出予算は約２6倍にもなることが分かるわね。
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家計簿編
【令和6年度一般会計予算】

211億円 318億円

不足分
107億円

町税収入
12億円

町税以外の
収入

199億円 － ＝

義務的経費
28億円

投資的経費
121億円

その他の経費
169億円

基金繰入金
106億円

町債
1億円

【１か月分の家計に例えると、、、】

30万円

１か月の
給料

30万円 －

45万円

＝

不足分
15万円

食費・保険料・通信費
ローンの返済など

4万円

家の修繕費・家電購入
など

17万円

光熱水費・消耗品費
仕送りなど

24万円

貯金の取崩し
14万円

銀行からの借入金
1万円
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主要事業編
【重点化施策１】
農林水産業の再興・新たな産業と雇用の創出

さけふ化施設等整備事業

令和7年度の供用開始を目指
し、小野田地区に整備するさけ
ふ化施設および北幾世橋地
区に整備するさけ採捕施設に
ついて、建築工事を実施します。

事業費 17億459万3千円

1,271,671

432,922

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金

基金繰入金（国庫支出金分） 基金繰入金（地方交付税分）

基金繰入金（その他） 地方債

その他 一般財源
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☝さけふ化施設外観イメージ

☝さけ採捕付帯施設外観イメージ



主要事業編
【重点化施策１】
農林水産業の再興・新たな産業と雇用の創出

産学官連携施設整備事業

町内で活動する企業による事
業活動や大学等による学術活
動が連携することで新たな産
業を創出するため、貸事務所
機能を有する産学官連携施設
を整備します。

事業費 1億9,728万3千円

147,962

49,321

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金

基金繰入金（国庫支出金分） 基金繰入金（地方交付税分）

基金繰入金（その他） 地方債

その他 一般財源
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主要事業編
【重点化施策２】
子育て環境・学校教育・生涯学習環境の充実

子育て支援事業

保育料助成事業、出産祝い金
支給事業、子育て世帯への家
賃補助等各種子育て支援事
業を行います。

事業費 2,638万4千円

16,000

10,384

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金

基金繰入金（国庫支出金分） 基金繰入金（地方交付税分）

基金繰入金（その他） 地方債

その他 一般財源
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主要事業編
【重点化施策２】
子育て環境・学校教育・生涯学習環境の充実

学習支援事業

町内の町立学校と連携して、
放課後の子どもたちの居場所
づくりや学習支援を実施し、学
力向上と地域のつながりを形
成します。

事業費 1,005万2千円

5,586

4,466

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金

基金繰入金（国庫支出金分） 基金繰入金（地方交付税分）

基金繰入金（その他） 地方債

その他 一般財源
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☝豆まき会の様子

☝誕生会の様子



主要事業編
【重点化施策２】
子育て環境・学校教育・生涯学習環境の充実

生涯学習事業

地域住民等との連携を促進す
るため地域コーディネーターを
配置し、自然体験を通じた子
ども交流事業やハイキング、料
理教室等、町民がふれあう機
会を創出するため各種教室を
実施します。また、全国報徳サ
ミットへ参加するためバスツ
アーを実施します。

事業費 654万5千円

3,285

3,260

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金

基金繰入金（国庫支出金分） 基金繰入金（地方交付税分）

基金繰入金（その他） 地方債

その他 一般財源
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☝子ども週末チャレンジの様子（畑体験）

☝地域ふれあいチャレンジの様子（フラワーアレンジメント教室）



主要事業編
【重点化施策４】
浪江駅周辺を核とした中心市街地整備

浪江駅周辺整備事業

浪江駅周辺に商業施設、公営
住宅、交流施設、地域活性化
施設などを建設するため面的
整備を行うとともに、浪江駅東
西自由通路・橋上駅舎の整備
を行います。

事業費 46億9,860万5千円

3,477,707 

1,142,339 

70,123 8,436 
財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金

基金繰入金（国庫支出金分） 基金繰入金（地方交付税分）

基金繰入金（その他） 地方債

その他 一般財源
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主要事業編
【重点化施策５】
防災・安全の強化

町内防犯体制強化事業

町内犯罪の未然防止を図るた
め、防犯カメラによる監視、警
備会社及び町民で組織する
見守り隊によるパトロールを実
施します。

事業費 4億9,527万6千円

495,276

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金

基金繰入金（国庫支出金分） 基金繰入金（地方交付税分）

基金繰入金（その他） 地方債

その他 一般財源
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主要事業編
【重点化施策６】
ゼロカーボンシティの推進

駅周辺整備事業エリア・エネ
ルギー・マネジメント事業

駅周辺整備事業と連動して、
再生可能エネルギーや水素を
中心としたエネルギー利用と、
エネルギーマネジメントによる
効率的なエネルギー消費を実
現する、エネルギーの先進エリ
アとしての整備を推進し、ゼロ
カーボンシティ実現を図ります。

事業費 9,482万円

41,347

53,473

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金

基金繰入金（国庫支出金分） 基金繰入金（地方交付税分）

基金繰入金（その他） 地方債

その他 一般財源
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☝いこいの村なみえにある燃料電池



主要事業編
【重点化施策７】
健康づくりの推進と医療・介護・福祉の充実

遠隔診療実施体制補助事業

浪江町の小児医療の充実を
図るため、医療機関に補助金
を交付し、町内に在住・通園・
通学する子どもたちを対象に
アプリを活用したオンライン診
療を実施します。

事業費 240万円

760

1,640

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金

基金繰入金（国庫支出金分） 基金繰入金（地方交付税分）

基金繰入金（その他） 地方債

その他 一般財源
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主要事業編
【重点化施策７】
健康づくりの推進と医療・介護・福祉の充実

歩行力改善事業

生活習慣病の予防や生活習
慣を改善するために、歩き方の
改善や歩くことの意識付けを
行う歩行力改善事業を実施し
ます。

事業費 157万円

1,570

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金

基金繰入金（国庫支出金分） 基金繰入金（地方交付税分）

基金繰入金（その他） 地方債

その他 一般財源
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主要事業編
【重点化施策８】
帰還支援及び移住・定住の推進

移住定住相談体制整備事業

移住定住相談窓口における相
談・情報提供等の対応及び
ウェブ等を活用した情報発信、
移住者交流会等を実施します。

事業費 2,134万円

16,005

5,335

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金

基金繰入金（国庫支出金分） 基金繰入金（地方交付税分）

基金繰入金（その他） 地方債

その他 一般財源
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☝移住定住相談窓口の様子

☝移住者交流会の様子



主要事業編
【重点化施策８】
帰還支援及び移住・定住の推進

地域おこし協力隊地域活動支
援事業

「“なみえらしさ”を見つける・
創る・広める」を活動テーマに、
地域課題の解決に向けた活
動に加え、新たに起業を最終
目標とする「起業型」の地域お
こし協力隊を募集します。また、
期間終了後は起業又は町内
で就業していただくことで人口
増につなげます。

事業費 4,374万8千円

43,748

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金

基金繰入金（国庫支出金分） 基金繰入金（地方交付税分）

基金繰入金（その他） 地方債

その他 一般財源
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☝地域おこし協力隊隊員

☝活動報告会の様子



お問合せ先
浪江町 企画財政課 財政係
〒９７９－１５９２
福島県双葉郡浪江町大字幾世橋字六反田７番地の２
電 話 ０２４０－３４－０２５３
ＦＡＸ ０２４０－３４－４５９３


